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は
じ
め
に

　

当
館
で
は
二
〇
〇
九
年
九
月
に
歴
史
系
企
画
展
と
し
て

「
大
浜
て
ら
ま
ち
」
展
を
開
催
し
た
。
こ
の
展
覧
会
は
当
館
も
位
置
す

る
大
浜
地
区
に
お
い
て

「
て
ら
ま
ち
」
を
形
成
す
る
寺
院
と
そ
の
歴
史
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
開
催
に
先
立
っ
て
は
各
寺
院

の
協
力
を
得
て
什
物

・
資
料
に
つ
い
て
の
調
査
が
行
わ
れ
た
が
、
筆
者
も
そ
の
調
査
に
主
と
し
て
仏
像
分
野
の
担
当
と
し
て
参
加
し
、

展
覧
会
図
録
に

「
大
浜
て
ら
ま
ち
の
仏
像
」
と
題
し
た
一
文
を
寄
せ
た
。
そ
の
後
一
部
の
像
に
つ
い
て
は
本
格
的
調
査
が
行
な
わ
れ
、

市
の
指
定
文
化
財
と
な
っ
た
こ
と
は
本
展
覧
会
の
成
果
の
一
つ
と
し
て
記
憶
さ
れ
よ
う
。

　

こ
の
時
の
調
査
で
は
他
に
も
い
く
つ
か
の
興
味
深
い
事
例
が
確
認
で
き
た
。
林
泉
寺
に
所
在
す
る
三
体
の
祖
師
像
が
京
都
仏
師

・
竹

内
右
門
の
作
例
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
展
覧
会
で
は
こ
の
う
ち
の
林
泉
寺
開
山

・
傳
海
良
亨
倚
像
の

み
の
展
示
で
あ
っ
た
が
、
本
稿
で
は
改
め
て
こ
れ
ら
三
体
の
作
例
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
同
時
代
の
資
料
や
他
の
作
例
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
仏
師
竹
内
右
門
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
き
た
い
。

林
泉
寺

・
祖
師
三
像

　

林
泉
寺
は
碧
南
市
本
郷
町
に
位
置
す
る
曹
洞
宗
の
寺
院
で
あ
る
。
寺
伝
に
よ
れ
ば
か
つ
て
は
天
台
宗
で
あ
っ
た
が
長
禄
元
年

（
一
四
五
七
）
曹
洞
宗
に
改
め
、
傳
海
良
亨
を
開
山
と
し
て
招
い
た
と
い
う
。
以
来
近
世
を
通
じ
て
力
を
保
ち
、
総
持
寺
の
輪
番
を

　

土
生　

和
彦

京
都
仏
師

・
竹
内
右
門
の
作
例
に
つ
い
て

1

2

で
ん 

か
い 

り
ょ
う
こ
う
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勤
め
る
住
職
も
輩
出
し
た
。
ま
た
近
代
の
文
人
画
家
と
し
て
著
名
な
富
岡
鉄
斎
が
大
浜
に
逗
留
し
た
折
に
、
林
泉
寺
の
茶
室
を
画

室
と
し
て
絵
筆
を
執
る
な
ど
、
地
域
の
文
化
的
な
中
心
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

さ
て
本
稿
で
取
り
上
げ
る
祖
師
像
三
体
は
、
本
堂
の
奥
に
位
置
す
る
開
山
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
正
面
壇
上
中
央
に
当
寺
開

山
の
傳
海
良
亨
倚
像

（
以
下
傳
海
像
）
、
向
か
っ
て
右
に
曹
洞
宗
の
開
祖
で
あ
る
道
元
倚
像

（
以
下
道
元
像
）
、
左
に
同
じ
く
曹
洞

宗
の
太
祖
瑩
山
紹
瑾
倚
像
（
以
下
瑩
山
像
）
が
並
ぶ
。
い
ず
れ
も
坐
高
五
十
五
セ
ン
チ
前
後
の
、
等
身
よ
り
や
や
小
さ
め
の
像
で
あ
る
。

　

傳
海
像
は
老
年
の
相
で
、
金
襴
の
袈
裟
を
ま
と
い
椅
子
に
腰
掛
け
る
。
右
手
で
払
子
を
持
ち
、
左
手
は
開
い
て
膝
上
に
伏
せ
る
。

頭
体
別
材
製
の
寄
木
造
で
玉
眼
を
施
し
、
表
面
は
厚
く
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
る
。
像
底
は
全
面
に
布
貼
し
黒
漆
を
塗
る
。
現
状
両

手
首
先
が
分
離
す
る
。
道
元
像
は
壮
年
の
相
、
墨
染
め
の
袈
裟
を
ま
と
い
椅
子
に
腰
掛
け
る
。
右
手
で
払
子
の
柄
を
握
り
、
左
手
は

手
の
ひ
ら
を
上
に
軽
く
握
っ
て
払
子
の
毛
先
を
持
つ
。
頭
体
別
の
寄
木
造
で
玉
眼
を
施
し
、
表
面
の
彩
色
は
厚
い
。
像
底
の
処
理
は
傳

海
像
と
同
様
で
あ
る
。
瑩
山
像
は　

老
年
の
風
貌
、
傳
海
像
と
同
じ
く
金
襴
の
袈
裟
を
ま
と
い
椅
子
に
腰
掛
け
る
。
右
手
で
払
子
の

柄
を
、
左
手
は
人
差
し
指
を
伸
ば
し
て
手
の
ひ
ら
を
下
に
し
、
軽
く
握
っ
て
払
子
の
毛
先
を
執
る
。
頭
体
別
の
寄
木
造
で
玉
眼
、
表

面
の
彩
色
が
厚
い
こ
と
は
前
二
像
と
同
様
で
あ
る
。
像
底
は
本
像
の
み
が
木
地
を
現
し
、
細
か
く
材
を
寄
せ
て
い
る
様
子
が
見
て
と
れ

る
。
現
状
両
手
首
先
が
分
離
す
る
。
ど
の
像
も
表
面
の
彩
色
に
一
部
亀
裂
や
浮
き
が
見
ら
れ
、
瑩
山
像
に
は
首
の
部
分
な
ど
に
付

着
物
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
保
存
状
態
は
お
お
む
ね
良
好
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
動
き
は
少
な
く
定
形
的
な
像
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い

が
、
傳
海
像
、
瑩
山
像
の
老
相
の
二
像
な
ど
は
、
そ
の
表
情
に
像
主
の
個
性
を
表
そ
う
と
い
う
意
識
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

各
像
と
も
本
体
自
体
に
銘
の
確
認
は
で
き
な
い
。
し
か
し
道
元
像
と
瑩
山
像
に
は
付
属
す
る
椅
子
の
座
面
天
板
裏
に
墨
書
が
あ
り
、

と
も
に
文
化
三
年

（
一
八
〇
六
）
六
月
、
「
京
都
御
幸
町
松
原
下
ル
町
」
に
住
む

「
大
佛
師
職　

竹
内
右
門
」
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た

旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
各
像
と
も
大
き
さ
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
接
合
部
に
起
因
す
る
彩
色
の
亀
裂
や
像
底
の
様
子
か
ら
構
造
も
類

似
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
た
め
、
銘
の
な
い
傳
海
像
に
つ
い
て
も
竹
内
右
門
に
よ
る
同
時
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。

竹
内
右
門
に
つ
い
て
の
記
録

　

で
は
竹
内
右
門
と
は
ど
の
よ
う
な
仏
師
な
の
だ
ろ
う
。
ま
ず
は
同
時
代
の
京
都
の
地
誌
や
記
録
か
ら
そ
の
名
を
探
っ
て
い
く
こ
と
に

す
る
。　

史
料
上
に
竹
内
右
門
の
名
が
初
め
て
出
て
く
る
の
は
、
管
見
の
限
り
、
文
化
八
年

（
一
八
一
一
）
に
刊
行
さ
れ
た

『
京
羽

二
重
大
全
』
の
仏
師
の
項
、
「
御
幸
町
松
原
下
ル
町　

竹
内
右
門
」
の
記
載
で
あ
る
。
『
京
羽
二
重
大
全
』
と
は
、
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）

に
刊
行
さ
れ
た
当
時
の
京
都
の
代
表
的
な
地
誌
の
ひ
と
つ
『
京
羽
二
重
』
の
改
訂
版
で
あ
る
。
『
京
羽
二
重
』
に
は

「
諸
職
名
匠
」

3
4

5

け
い
ざ
ん 

じ
ょ
う
き
ん

7

挿
図
１　

林
泉
寺

・
道
元
像
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子
天
板
裏
墨
書

挿
図
２　

林
泉
寺

・
瑩
山
像
椅
子
天
板
裏
墨
書

挿
図
１
・
２

後
掲
図
版
２

後
掲
図
版
１後

掲
図
版
３
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と
い
う
項
の
中
に
「
大
佛
師
」
項
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
二
十
六
人
の
仏
師
の
住
所
と
名
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）

の
大
幅
改
訂
に
よ
り

『
京
羽
二
重
大
全
』
と
な
っ
た
後
、
明
和
五
年

（
一
七
六
八
）
、
天
明
四
年

（
一
七
八
四
）
、
文
化
八
年
と

版
を
重
ね
て
い
く
。
掲
載
さ
れ
る
仏
師
の
数
は
、
延
享
版
で
二
十
三
人
、
明
和
版
で
十
六
人
、
天
明
版
で
十
五
人
、
文
化
版
で
は

十
人
に
減
っ
て
い
る
。
竹
内
右
門
の
名
が
現
れ
る
の
は
こ
の
文
化
版
で
あ
り
、
『
京
羽
二
重
』
系
列
の
地
誌
中
で
は
、
江
戸
時
代
後

半
に
な
る
に
つ
れ
て
仏
師
の
数
が
減
少
し
て
い
く
中
で
、
新
た
に
表
に
出
て
き
た
仏
師
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
文
久
三
年

（
一
八
六
三
）
の

『
京
羽
津
根
』
、
同
四
年
の

『
都
商
職
街
風
聞
』
、
明
治
十
六
年

（
一
八
八
三
）
の

『
工
商
技
術
都
の
魁
』
、
同

十
七
年
の

『
今
世
京
羽
二
重
』
に
、
い
ず
れ
も

「
京
都
御
幸
町
松
原
下　

竹
内
右
門
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
は
主
に
一
般
の
人
々
が
参
照
す
る
た
め
に
編
ま
れ
た
記
録
で
あ
る
が
、
仏
師
側
の
様
子
を
示
す
史
料
も
あ
る
。
『
佛
師
職

慎
申
堅
メ
控
』
が
そ
れ
で
あ
り
、
文
政
四
年

（
一
八
二
一
）
に
京
都
の
仏
師
た
ち
が
造
仏
等
の
諸
々
の
取
り
決
め
に
つ
い
て
申
し
合

わ
せ
を
行
っ
た
際
の
連
判
状
の
控
え
で
あ
る
。
竹
内
右
門
は
、
文
化
版

『
京
羽
二
重
大
全
』
に
同
じ
く
記
載
さ
れ
て
い
る
赤
尾
法
橋

右
京

（運
栄
）
、
林
如
水
、
田
中
浄
慶
ら
と
と
も
に
名
を
連
ね
、
押
印
し
て
い
る
。
彼
の
後
に
は

「
以
下
連
名
略
之
」
の
記
述
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
名
を
記
し
て
い
る
者
は
当
時
の
仏
師
の
世
界
に
お
い
て
そ
れ
な
り
の
地
位
を
占
め
て
い
た
よ
う
に
推
察
さ
れ
る
。

世
間
で
の
一
般
的
な
名
声
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
地
誌
へ
の
記
載
と
、
同
業
者
内
の
連
判
状
へ
の
署
名
な
ど
か
ら
、
竹
内
右
門
は

江
戸
時
代
後
半
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
京
都
の
主
要
な
町
仏
師
の
ひ
と
り
と
し
て
知
名
度
を
保
っ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

『
本
朝
大
仏
師
正
統
系
図
并
末
流
』

　

竹
内
右
門
が
江
戸
時
代
後
半
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
仏
師
で
あ
る
こ
と
は
、
同
時
代
の
記
録
を
参
照
す
る
こ
と
で
確
認

で
き
た
。
で
は
次
に
竹
内
家
側
か
ら
の
史
料
を
み
て
み
よ
う
。

　

仏
師
竹
内
家
に
つ
い
て
の
重
要
な
史
料
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
の
が
京
都
国
立
博
物
館
本

『
本
朝
大
仏
師
正
統
系
図
并
末
流
』
（
以

下

『
正
統
系
図
』
）
で
あ
る
。
仏
師
系
図
と
は
所
持
す
る
仏
師
が
自
ら
の
正
当
性
、
つ
ま
り
は
定
朝
か
ら
運
慶
を
経
て
七
条
仏
師
へ

と
連
な
る
、
伝
統
的
仏
師
の
系
譜
の
末
裔
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
代
々
の
大
仏
師
の
名
と
事
績
が
記
さ
れ

て
い
る
。
現
在
複
数
本
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
伝
来
に
よ
っ
て
内
容
が
異
な
っ
て
い
る
。
『
正
統
系
図
』
も
そ
の
ひ

と
つ
で
あ
り
、
系
図
の
特
徴
と
し
て
は
次
の
三
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

①
定
朝

（
一
代
）
か
ら
運
慶
等
の
主
要
な
仏
師
を
経
て
、
近
世
の
伝
統
的
仏
師
で
あ
る
七
条
仏
師
の
康
知

（
二
十
四
代
）
ま
で

8

13

14

9

10

11

12
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を
つ
な
ぐ
前
半
部
は
お
お
む
ね
諸
本
と
共
通
す
る
。

 

②
二
十
五
代
に
あ
た
る
左
京

（
了
全
）
か
ら
は
、
了
無
、
右
京

（
了
意
）
、
数
馬

（
了
雲
）
、
内
蔵
之
亟

（
了
勇
）
、
蔵
之
亟

（
了

慶
）
と

「
了
」
字
を
継
ぐ
仏
師
が
続
く
。

③
三
十
代
の
蔵
之
亟

（
了
慶
）
は
二
代
と
も
称
し
て
お
り
、
以
降
定
覺
、
定
慶
、
そ
し
て

「
竹
内
家
五
世
」
と
記
さ
れ
る
賢
慶

ま
で
続
く
。
従
っ
て
二
十
九
代
内
蔵
之
亟

（
了
勇
）
が
竹
内
家
の
初
代
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
竹
内
家
と
な
っ
て
以
降
の
記
載
を
確
認
し
て
い
く
と
、
初
代
内
蔵
之
亟
に
つ
い
て
は
事
績
が
列
挙
さ
れ
る
の
み
で
年
代
は
記

さ
れ
な
い
。
蔵
之
亟
は
享
保
四
年

（
一
七
一
九
）
か
ら
延
享
二
年

（
一
七
四
五
）
、
定
覺
は
宝
暦
十
二
年

（
一
七
六
二
）
か
ら
明

和
二
年

（
一
七
六
五
）
、
定
慶
は
明
和
七
年
か
ら
寛
政
元
年

（
一
七
八
九
）
の
間
の
事
績
が
記
さ
れ
て
い
る
。
五
代
賢
慶
の
事
績

は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
奥
書
に
は
明
治
三
十
三
年

（
一
九
〇
〇
）
に
八
世
の
竹
内
右
門
が
帝
国
京
都
博
物
館
に

『
正
統
系
図
』

を
献
品
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
お
り
、
最
終
的
に
竹
内
家
に
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

竹
内
右
門
の
実
作
例

　

こ
こ
ま
で
史
料
上
に
現
れ
る
竹
内
右
門
の
例
を
挙
げ
て
き
た
が
、
近
年
各
地
で
の
悉
皆
調
査
等
の
成
果
と
し
て
そ
の
実
作
例
が
報

告
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
管
見
に
触
れ
る
限
り
の
報
告
書
等
か
ら
そ
の
事
績
を
拾
い
出
し
、
年
代
順
に
並
べ
る
と
表
１
の
よ
う
に
な
る
。

　

ま
ず
現
在
最
も
早
い
年
代
の
作
例
と
な
る
の
は
明
和
七
年

（
一
七
七
〇
）
の
常
総
市
・
真
光
院
の
開
山
天
然
暁
孝
像
で
あ
る
。
『
正

統
系
図
』
に
照
ら
せ
ば
、
四
代
定
慶
の
事
績
が
記
さ
れ
る
は
じ
め
の
年
の
制
作
で
あ
り
、
『
正
統
系
図
』
上
に
本
像
造
立
に
つ
い
て
の

記
載
は
な
い
も
の
の
、
定
慶
の
手
に
な
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
作
例
で
あ
る
。
銘
文
は
像
本
体
内
部
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

続
い
て
天
明
七
年

（
一
七
八
七
）
六
月
の
銘
が
あ
る
門
真
市

・
黄
梅
寺
の
大
権
修
理
菩
薩
倚
像
及
び
達
磨
坐
像
。
次
い
で
そ
の

五
ヶ
月
後
の
天
明
七
年
十
一
月
の
銘
が
残
る
東
浦
町
・
地
蔵
院
の
子
安
地
蔵
菩
薩
坐
像
、
矜
羯
羅
童
子
立
像
、
制
吒
迦
童
子
立
像
。

矜
羯
羅
童
子
像
に
は
銘
文
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
制
吒
迦
童
子
像
と
同
工
の
作
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
銘
文
の

年
紀
か
ら
制
吒
迦
童
子
像
と
同
年
同
月
の
制
作
で
あ
る
地
蔵
菩
薩
像
台
座
に
記
さ
れ
た

「
子
安
地
蔵
三
尊
」
が
、
懐
に
赤
子
を
抱

え
た
こ
の
地
蔵
菩
薩
像
と
、
一
般
的
に
は
不
動
明
王
の
脇
侍
と
し
て
知
ら
れ
る
制
吒
迦
童
子
、
矜
羯
羅
童
子
に
よ
る
三
尊
形
式
の
尊

像
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
こ
の
三
体
は
一
具
で
あ
る
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
こ
の
地
蔵
菩
薩
像
の
銘
文
中
に
、
竹
内
右
門
に
続
い
て

「
手
傳
」
と
し
て

「
専
之
進
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注

15

挿
図
３　

黄
梅
寺

・
大
権
修
理

（
右
）
、
達
磨
像

（
左
）

椅
子
天
板
裏
墨
書

（
『
門
真
市
史　

別
巻
』
よ
り
転
載
）

挿
図
３

挿
図
４
・
５
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表
１　

竹
内
右
門
実
作
例　

制
作
年

寺
院
（
宗
派
）

作
例
、
銘
文
等

明
和
七
年
八
月

（
一
七
七
〇
）

茨
城
県
常
総
市

（
旧
水
海
道
市
）

真
光
院

（
曹
洞
宗
）

開
山
天
然
暁
孝
坐
像

像
内
面
部
墨
書

「
京
御
幸
町
／
竹
内
右
門
作
／
大
仏
師
」

像
内
胸
腹
部
墨
書

「
京
都
御
幸
町
通
／
于
時
明
和
七
年　

松
原
下
ル
町
住
人
／
庚
寅
八
月
吉
祥
日　

大
仏
師
／
竹
内
右
門
作
／
下

総
国
飯
沼
笹
塚
新
田
／
真
光
院
御
開
山
木
像
／
新
造
」

天
明
七
年
六
月

（
一
七
八
七
）

大
阪
府
門
真
市

黄
梅
寺

（
曹
洞
宗
）

大
権
修
理
菩
薩
倚
像
、
達
磨
坐
像

椅
子
天
板
裏
墨
書

（
大
権
修
理
）

「
天
明
七
未
六
月
吉
祥
日
／
平
安
御
幸
松
原
之
南
住
／
大
佛
師
竹
内
右
門
作
」

椅
子
天
板
裏
墨
書

（
達
磨
）

「
天
明
七
未
六
月
吉
祥
日
／
平
安
御
幸
松
原
之
下
住
／
大
佛
師
竹
内
右
門
作
」

天
明
七
年
十
一
月

（
一
七
八
七
）

愛
知
県
知
多
郡
東
浦
町

地
蔵
院

（
曹
洞
宗
）

子
安
地
蔵
菩
薩
坐
像

・
制
吒
迦
童
子
立
像

・
矜
羯
羅
童
子
立
像

台
座
裏
墨
書

（
子
安
地
蔵
）

「
子
安
地
蔵
三
尊
／
京
都
御
幸
町
松
原
住　

人
／
大
佛
師
竹
内
右
門
作
／
于
時
天
明
七
年
／
丁
未
霜
月
成
就
」

台
座
裏
墨
書

（
制
吒
迦
童
子
）

「
于
時
天
明
七
歳
／
丁
未
十
一
月
吉
祥
日
／
六
親
菩
提
／
京
都
御
幸
町
松
原
下
乃
町
／
大
佛
師
竹
内
右
門
作

／
同
専
之
進
／
手
傳
」

16

17
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寛
政
二
年
十
月

（
一
七
九
〇
）

京
都
府
舞
鶴
市

圓
隆
寺

（
真
言
宗
）

 

阿
弥
陀
如
来
像

・
薬
師
如
来
坐
像

・
釈
迦
如
来
坐
像
修
復

像
内
背
面
墨
書

（
薬
師
）

「
寛
政
貳
年
／
庚
戌
十
月
大
吉
祥
日
／
恵
信
御
作
薬
師
如
来
御
再
興
／
新
造
台
座
後
光
奉
彫
刻
／
京
都
御
幸

町
松
原
下
ル
町
住
／
大
佛
師
竹
内
右
門
／
康
海
／
同
苗
専
之
進
／
丸
幸
」

※　

『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成　

平
安
時
代　

造
像
銘
記
篇
５
』
に
よ
れ
ば
釈
迦
如
来
坐
像
に
も
同
様
の
修
理
銘
が

あ
る
と
い
う
。

寛
政
九
年
七
月
以
降

（
一
七
九
八
）

愛
知
県
知
多
郡
阿
久
比
町

興
昌
寺

（
曹
洞
宗
）

釈
迦
如
来
坐
像

仕
様
書
署
名

「
寛
政
九
年
／
丙
七
月
四
日
／
京
都
御
幸
町
松
原
下
ル
町
／
大
仏
師
／
竹
内
右
門　

㊞
」 

文
化
三
年
六
月

（
一
八
〇
六
）

愛
知
県
碧
南
市

林
泉
寺

（
曹
洞
宗
）

開
山
傳
海
良
亨
倚
像

・
道
元
倚
像

・
瑩
山
紹
瑾
倚
像

椅
子
天
板
裏
墨
書

（
道
元
）

「
文
化
三
年
丙
寅
六
月
大
吉
日
／
京
都
御
幸
町
松
原
下
ル
町
住
／
大
佛
師
職
／
竹
内
右
門
作
」

椅
子
天
板
裏
墨
書

（
瑩
山
紹
瑾
）

「
文
化
三
年
丙
寅
六
月
大
吉
日
／
京
都
御
幸
町
松
原
下
ル
町
住
／
大
佛
師
職
竹
内
右
門
作
」

天
保
十
年

（
一
八
三
九
）

福
岡
県
福
岡
市

東
長
寺

（
真
言
宗
）

地
蔵
菩
薩
像

（
賢
慶

・
左
衛
門
）

天
保
十
三
年

（
一
八
四
二
）　

福
岡
県
福
岡
市

東
長
寺

（
真
言
宗
）

弘
法
大
師
像
修
復

天
保
十
五
年

（
一
八
四
四
）

福
岡
県
福
岡
市

東
長
寺

（
真
言
宗
）

町
人
像

（
賢
慶

・
左
衛
門
）

弘
化
四
年

（
一
八
四
七
）

奈
良
県
奈
良
市

三
松
寺

（
曹
洞
宗
）

観
音
菩
薩
像

18
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目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
次
の
事
績
、
寛
政
二
年

（
一
七
九
〇
）
十
月
の
修
理
銘
に
出
て
く
る
人
物
の
内
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
従
っ
て
地

蔵
院
と
圓
隆
寺
の
事
績
は
同
じ
代
の
竹
内
右
門
で
あ
る
こ
と
が
推
定
で
き
、
ま
た
地
蔵
院
と
同
年
の
制
作
で
あ
る
黄
梅
寺
の
事
績
も

こ
れ
に
加
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
人
物
と
し
て
は
天
明
七
年
と
い
う
地
蔵
院
、
黄
梅
寺
で
の
制
作
年
が
、
『
正
統
系
図
』
の
竹
内

家
四
代
定
慶
の
事
績
年
代
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
三
件
の
制
作

・
修
理
に
あ
た
っ
た
竹
内
右
門
は
定
慶
と
見
て
い
い
だ

ろ
う
。
な
お
、
黄
梅
寺
像
と
地
蔵
院
像
の
墨
書
の
筆
跡
は
明
ら
か
に
異
な
る
が
、
こ
れ
は
工
房
制
作
の
体
制
を
と
っ
て
い
る
こ
と
に
よ

り
、
必
ず
し
も
同
一
人
物
が
記
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
と
解
す
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

阿
久
比
町

・
興
昌
寺
の
釈
迦
如
来
坐
像
は
、
本
体
あ
る
い
は
そ
の
付
属
物
に
銘
文
が
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
『
阿
久
比
町
誌

　

資
料
編
七
』
に
よ
れ
ば
本
尊
及
び
天
蓋
の
仕
様
書
と
注
文
書
が
伝
わ
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
こ
で
は
そ
の
内
容
に
詳
し
く
触
れ
る
余

裕
は
な
い
が
、
仕
様
書
を
記
し
た
の
は
竹
内
右
門
で
、
尊
像
の
大
き
さ
と
そ
れ
に
あ
わ
せ
た
台
座
、
光
背
の
寸
法
、
金
額
の
パ
タ
ー
ン

を
複
数
提
示
す
る
な
ど
、
当
時
の
注
文
主
と
仏
師
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
仕
様
冒
頭
に

「
花
厳

釋
迦
如
来
唐
様
」
と
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
宝
冠
の
釈
迦
で
あ
る
本
尊
像
の
姿
と
一
致
し
て
い
る
た
め
、
仕
様
書
に
記
さ
れ
た
寛
政
九
年

（
一
七
九
八
）
七
月
頃
の
制
作
と
見
て
お
い
て
問
題
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お

『
正
統
系
図
』
で
は
四
代
定
慶
の
事
績
が
寛
政
元
年
ま

で
で
あ
り
、
五
代
に
あ
た
る
賢
慶
の
事
績
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
本
像
に
お
け
る
竹
内
右
門
が
ど
ち
ら
の
人
物
に
あ
た
る
か

は
即
断
で
き
な
い
。

　

次
が
碧
南
市

・
林
泉
寺
の
祖
師
像
で
、
制
作
年
は
文
化
三
年

（
一
八
〇
六
）
で
あ
る
。
四
代
か
五
代
か
特
定
で
き
な
い
の
は
興

昌
寺
像
と
同
様
だ
が
、
年
代
か
ら
み
れ
ば
五
代
目
の
賢
慶
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
降
の
代
の
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
銘
記

の
内
容
を
見
る
と
、
こ
れ
以
前
は
肩
書
き
を

「
大
佛
師
」
と
し
て
い
る
が
、
本
像
の
銘
に
は

「
大
佛
師
職
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
も

興
味
深
い
。
あ
る
時
点
で
正
式
な
仏
師
職
を
い
ず
れ
か
の
宗
派
の
本
山
よ
り
賜
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
曹
洞
宗
の
可

能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
こ
の

「
職
」
字
の
有
無
に
署
名
者
の
意
識
の
違
い
を
認
め
、
興
昌
寺
と
林
泉
寺
で
の
事
績
の
間

に
代
替
わ
り
を
想
定
す
る
こ
と
も
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
現
段
階
で
は
判
然
と
し
な
い
。
今
後
の
作
例
報
告
の
積
み
重
ね

に
よ
っ
て
判
明
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

な
お
こ
れ
以
降
の
四
件
に
つ
い
て
は
五
代
賢
慶
の
事
績
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
細
な
資
料
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
た
め
紹
介
の
み
に

と
ど
め
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

曹
洞
宗
と
の
繋
が
り

19

挿
図
４

地
蔵
院

・
子
安
地
蔵
菩
薩
像
台
座
板
裏
墨
書

（写
真
提
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東
浦
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郷
土
資
料
館
）

挿
図
５

地
蔵
院

・
制
吒
迦
童
子
像
台
座
板
裏
墨
書

（写
真
提
供　

東
浦
町
郷
土
資
料
館
）
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さ
て
、
江
戸
時
代
も
半
ば
を
過
ぎ
る
と
大
規
模
な
造
寺
造
仏
の
動
き
は
少
な
く
な
り
、
ま
た
、
制
作
で
き
る
仏
像
自
体
の
大
き

さ
に
制
限
が
つ
け
ら
れ
る
な
ど
、
仏
師
の
活
動
に
と
っ
て
不
利
な
状
況
が
起
き
て
く
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
一
部
の
仏
師
は
宗
派
と
結

び
つ
き
本
山
御
用
仏
師
と
し
て
造
像
の
需
要
を
確
保
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
竹
内
右
門
に
つ
い
て
も

『
正
統
系
図
』
や
実
作

例
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
本
山
御
用
仏
師
に
近
い
関
係
を
持
つ
宗
派
が
想
定
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
曹
洞
宗
で
あ
る
。

竹
内
右
門
と
曹
洞
宗
の
関
係
に
つ
い
て
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
あ
ら
た
め
て
先
の
表
で
実
作
例
を
眺
め
る
と
、
圓
隆
寺
、
東
長

寺
以
外
は
曹
洞
宗
の
寺
院
で
あ
り
、
そ
の
割
合
の
多
さ
に
は
目
を
引
か
れ
る
。

　

た
だ
し
他
宗
派
で
の
造
像

・
修
理
事
績
が
あ
る
こ
と
に
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
先
に
見
た
文
化
八
年
版

『
京
羽

二
重
大
全
』
に
は

「
東
本
願
寺
仏
師　

樋
口
播
磨
」
「
西
本
願
寺
仏
師　

渡
辺
光
雲
」
と
し
て
本
山
御
用
仏
師
に
は
そ
の
肩
書
が
付

さ
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
竹
内
右
門
に
は
肩
書
が
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
う
い
っ
た
点
か
ら
は
制
度
上
の
正
式
な
本
山

御
用
仏
師
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
町
仏
師
と
宗
派
と
の
結
び
つ
き
方
を
考
え
て
い
く
上
で
興
味
深
い
。

　

こ
こ
で
あ
ら
た
め
て

『
正
統
系
図
』
の
上
で
注
目
し
た
い
の
が
、
大
権

（
修
理
菩
薩
）
、
達
磨
、
道
元
と
い
っ
た
曹
洞
宗
寺
院
に
特

有
の
像
に
関
す
る
事
績
が
目
立
つ
こ
と
で
あ
る
。
竹
内
家
五
代
に
限
っ
て
も
か
な
り
の
割
合
を
占
め
る
こ
れ
ら
の
造
像
修
復
事
績
を
さ

ら
に
遡
っ
て
い
く
と
、
二
十
六
代
に
あ
た
る
了
無
の
事
績
、
「
寛
文
年
中
ニ
曹
洞
本
山
永
平
寺
之
佛
殿
古
佛
之
三
尊
諸
堂
佛
像
開
山

道
元
禅
師
像
修
復
」
「
寛
文
十
一
年
曹
洞
出
世
本
山
能
州
惣
持
寺
諸
堂
佛
像
開
山
二
代
之
御
影
修
復
」
へ
と
行
き
着
く
。
こ
の
了

無
は
延
宝
六
年

（
一
六
七
八
）
の
地
誌

『
京
雀
跡
追
』
に

「
寺
町
二
條
下
ル
町
／
仏
の
上
手
法
橋
了
無
」
と
記
さ
れ
て
以
降
、
『
京

羽
二
重
』
、
そ
し
て
延
享
二
年

（
一
七
四
五
）
版

『
京
羽
二
重
大
全
』
へと
掲
載
さ
れ
続
け
た
仏
師
で
あ
る
。
伝
統
的
仏
師
と
し
て

権
威
の
あ
っ
た
七
条
仏
師
か
ら
直
接
分
家
し
た
と
推
測
さ
れ
、
地
誌
の
仏
師
紹
介
に
あ
え
て
「
仏
の
上
手
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、

著
名
な
仏
師
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。
『
京
羽
二
重
大
全
』
の
次
の
版
、
明
和
五
年

（
一
七
六
八
）
版
以
降
は
そ
の
名
が
見

ら
れ
な
く
な
る
。
も
ち
ろ
ん
寛
文
年
間

（
一
六
六
〇

‐
一
六
七
二
）
か
ら
明
和
五
年

（
一
七
六
八
）
ま
で
は
約
百
年
あ
り
、
地
誌

に
現
れ
る
了
無
は
一
人
で
は
な
く
代
々
の
「
了
無
」
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
し
そ
れ
が

『
正
統
系
図
』
に
み
ら
れ
る
右
京

（
了

意
）
、
数
馬

（
了
雲
）
ら
に
あ
た
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

竹
内
家
の
側
か
ら
見
て
も
、
初
代
、
二
代
に
あ
た
る
二
人
は
法
名
と
し
て

「
了
」
の
字
を
冠
し
て
お
り
、
二
代
蔵
之
亟
に
つ
い
て

は
三
十
代
と
も
併
記
さ
れ
て
い
る
た
め

「
了
」
字
仏
師
と
竹
内
家
と
の
正
確
な
関
係
は
判
然
と
し
な
い
。
血
縁
関
係
の
な
い
弟
子
が

分
家
し
た
も
の
と
解
す
る
の
が
無
難
だ
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
で

『
京
羽
二
重
大
全
』
か
ら
了
無
が
姿
を
消
す
明
和
年
間
は
、
竹
内
右
門

の
名
が
記
さ
れ
た
作
例
が
現
れ
る
時
期
で
も
あ
る
。
ま
さ
に
こ
の
頃
に
竹
内
右
門
が
了
無
の
元
を
独
立
し
、
活
動
を
始
め
た
の
で
は

な
い
か
と
想
像
し
た
く
な
る
。
こ
れ
も
ま
た
今
後
の
作
例
報
告
を
ま
っ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
寛
文
年
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間
の
了
無
に
よ
る
永
平
寺
、
能
登
総
持
寺
で
の
仕
事
が
、
『
正
統
系
図
』
系
統
の
仏
師
と
曹
洞
宗
と
を
結
び
つ
け
る
契
機
で
あ
っ
た
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
し
て
竹
内
家
は
こ
の

「
了
」
字
系
統
の
仏
師
が
築
い
て
い
た
依
頼
先
と
の
関
係
も
ろ
と
も
、
そ
の
系
譜
を

譲
り
受
け
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
曹
洞
宗
と
の
関
係
を
前
提
と
す
れ
ば
、
こ
の
系
統
の
仏
師
の
特
徴
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
東
北

・
北
陸
地
方
で
の
造
像
事

績
の
多
さ
に
つ
い
て
も
理
解
し
や
す
い
。
と
い
う
の
も
、
北
陸
地
方
は
先
に
も
触
れ
た
曹
洞
宗
の
大
本
山
永
平
寺

（
福
井
）
と
能
登

総
持
寺

（
現
在
は
横
浜
に
移
転
）
の
お
膝
元
で
あ
り
、
東
北
地
方
は
禅
宗
系
宗
派
の
比
率
が
高
い
地
域
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る

か
ら
で
あ
る
。
曹
洞
宗
と
の
深
い
つ
な
が
り
を
生
か
し
、
他
の
京
都
町
仏
師
と
競
合
し
に
く
い
こ
の
地
域
を
一
つ
の
縄
張
り
と
し
て
需

要
を
確
保
し
て
い
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　

以
上
碧
南
市
で
確
認
さ
れ
た
作
例
を
き
っ
か
け
に
、
同
時
代
の
資
料
、
『
正
統
系
図
』
の
事
績
、
そ
し
て
各
地
で
報
告
さ
れ
た
実

作
例
を
眺
め
な
が
ら
、
京
都
仏
師

・
竹
内
右
門
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
永
平
寺
大
仏
師
職
、
あ
る
い
は
総
持
寺
大
仏
師
職
と
い
う

よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
本
山
御
用
仏
師
と
い
う
正
式
な
職
に
就
い
て
い
た
の
か
、
そ
の
確
証
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
け
れ
ど
も
江
戸
時
代

の
後
半
、
記
さ
れ
る
仏
師
の
数
が
減
少
し
て
い
く
中
で
表
に
現
れ
、
明
治
の
後
半
ま
で
仏
師
と
し
て
の
命
脈
を
保
っ
た
の
も
、
こ
の
曹

洞
宗
と
の
繋
が
り
が
あ
れ
ば
こ
そ
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
実
作
例
ま
だ
ま
だ
少
な
い
も
の
の
、
竹
内
右
門
は
そ
の
仕
事
に
際
し
て
、

名
前
、
制
作

（
修
復
）
年
を
書
き
残
す
こ
と
が
多
い
た
め
、
各
地
で
悉
皆
的
な
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
け
ば
、
今
後
も
確
実
に
そ
の

実
作
例
の
報
告
は
増
え
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
そ
の
仏
師
像
も
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
今
後

と
も
注
目
し
て
い
き
た
い
仏
師
で
あ
り
、
本
文
中
で
今
後
の
課
題
と
し
て
あ
げ
た
了
無
か
ら
の
独
立
の
時
期
、
竹
内
家
内
で
の
代
替
わ

り
の
時
期
の
特
定
に
加
え
、
様
式
面
か
ら
の
編
年
の
試
み
も
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。
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（
註
）

1

『
大
浜
て
ら
ま
ち
』
（
碧
南
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課　

二
〇
〇
九
年
）
六
〇-

六
三
頁
。

2

「
大
浜
て
ら
ま
ち
」
展
で
紹
介
さ
れ
た
像
の
う
ち
、
西
方
寺
の
阿
弥
陀
如
来
立
像
及
び
蓮
如
坐
像
、
宝
珠
寺
の
阿
弥
陀
如
来
坐

　
　

像
の
三
体
が
平
成
二
十
二
年

（
二
〇
一
〇
）
四
月
一
日
付
け
で
市
の
文
化
財
指
定
を
受
け
た
。

3

『
碧
南
の
寺
院　

念
佛
の
風
土
』
（
私
家
版　

一
九
八
八
年
）
六
二
頁
。

4 
正
宗
得
三
郎

『
富
岡
鉄
斎
』
（
錦
城
出
版
社　

一
九
四
二
年
）
に
よ
る
と
鉄
斎
の
大
浜
へ
の
逗
留
は
明
治
二
十
二
年

（
一
八
八
九
）

と
明
治
二
十
八
年

（
一
八
九
五
）
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
同
書
に
は
正
宗
が
描
い
た
林
泉
寺
茶
室
の
カ
ッ
ト
も
載
っ
て
い
る
が
、
こ

の
茶
室
は
現
存
し
な
い
。

5 

三
像
の
坐
高
と
像
高

（セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
は
次
の
と
お
り
。

傳
海
像　
　
　

坐
高
五
四
・
五　

像
高
八
〇
・
〇　

道
元
像　
　
　

坐
高
五
四
・
五　

像
高
八
〇
・
三　

瑩
山
像　
　
　

坐
高
五
五
・
〇　

像
高
八
〇
・
五

6 

瑩
山
像
の
み
像
底
が
木
地
を
呈
し
、
ま
た
背
部
の
曲
線
の
具
合
が
他
の
二
像
と
や
や
異
な
る
こ
と
は
少
し
気
に
か
か
る
。
ま
た
三

体
の
内
二
体
に
し
か
銘
が
確
認
で
き
ず
、
各
銘
文
に
像
主
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
像
と
銘
文
の
間
に
取
り
違
え
が
あ
る
可

能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
た
だ
し
全
体
の
像
容
は
い
ず
れ
も
良
く
似
て
お
り
同
一
作
者

（
工
房
）
の
同
時
の
作
と
す
る
こ
と
に
現

段
階
で
は
問
題
な
い
と
判
断
す
る
。

7 

京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
本
を
参
照
し
た
。

8 

本
書
は
そ
の
後
元
治
元
年

（
一
八
六
四
）
、
慶
応
三
年

（
一
八
六
七
）
、
明
治
四
年

（
一
八
七
一
）
と
改
訂
さ
れ
る
が
仏
師
数

や
内
容
に
大
き
な
変
化
は
な
く
、
竹
内
右
門
も
全
て
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
文
久
版

・
元
治
版
は
京
大
文
学
研
究
科
図
書

館
本
を
、
慶
応
版

・
明
治
版
は
京
都
府
立
総
合
資
料
館
本
を
参
照
し
た
。

9

『
新
撰
京
都
叢
書　

第
八
巻
』
（
臨
川
書
店　

一
九
八
七
）
所
収
の
も
の
を
参
照
し
た
。
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10

『
新
撰
京
都
叢
書　

第
六
巻
』
（
臨
川
書
店　

一
九
八
五
）
所
収
の
も
の
を
参
照
し
た
。

11 

京
都
府
立
総
合
資
料
館
本
を
参
照
し
た
。

12 

『
佛
師
職
慎
申
堅
メ
控
』
の
全
文
及
び
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
三
山
進

「
『
佛
師
職
慎
申
堅
メ
控
』
と
京
都
仏
師
林
如
水
」
（
『
鎌

倉
』
第
七
十
八
号　

鎌
倉
文
化
研
究
会　

一
九
九
五
年
）
を
参
照
し
た
。

13

『
本
朝
大
仏
師
正
統
系
図
并
末
流
』
に
つ
い
て
は

『
東
洋
美
術
』
（
特
輯
日
本
美
術
史
一
〇　

一
九
三
三
年
）
に
翻
刻
が
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
ま
た

『
仏
を
刻
む
―
近
世
の
祈
り
と
造
形
―
』
（
堺
市
博
物
館　

一
九
九
七
年
）
七
〇
頁
に
一
部
が
図
版
で
紹

介
さ
れ
て
い
る
。

14 

仏
師
系
図
に
つ
い
て
は
註
13
前
掲
書

『
仏
を
刻
む
―
近
世
の
祈
り
と
造
形
―
』
七
〇
頁
の
解
説
を
参
考
と
し
た
。

15 

田
中
義
恭

・
星
山
晋
也

『
目
で
み
る
仏
像
事
典
』
（
東
京
美
術　

二
〇
〇
〇
年
）
二
二
七
頁
。
な
お
こ
の
形
式
の
三
尊
に
お
け

る
矜
羯
羅
童
子
、
制
吒
迦
童
子
は
そ
れ
ぞ
れ
掌
善
童
子
、
掌
悪
童
子
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

16 

本
表
の
作
成
に
は
次
の
資
料
を
参
考
に
し
た
。

　
　
　

『
水
海
道
の
仏
像　

水
海
道
市
仏
像
彫
刻
悉
皆
調
査
報
告
書
』
（
水
海
道
市
教
育
委
員
会　

二
〇
〇
三
年
）

　
　
　

『
門
真
市
史　

別
巻
』
（
門
真
市　

二
〇
〇
三
）

　
　
　

『
東
浦
町
郷
土
資
料
館
調
査
報
告
第
一
集　

東
浦
の
仏
像
』
（
東
浦
町
教
育
委
員
会　

二
〇
〇
〇
年
）

　
　
　

『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成　

平
安
時
代　

造
像
銘
記
篇
５
』
（
中
央
公
論
美
術
出
版　

一
九
七
〇
年
）

　
　
　

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編

『
日
本
美
術
院
彫
刻
等
修
理
報
告
Ⅶ
』
（
同
朋
舎　

一
九
八
〇
年
）

　
　
　

『
阿
久
比
町
誌　

資
料
編
七
』
（
阿
久
比
町　

一
九
九
四
年
）

　
　
　

『
大
浜
て
ら
ま
ち
』
（
註
1
参
照
）

　
　
　

『
仏
を
刻
む
―
近
世
の
祈
り
と
造
形
―
』
（
註
13
参
照
）

17 

参
照
し
た
註
16
前
掲
書

『
東
浦
の
仏
像
』
で
は

「
専
之
丞
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
東
浦
町
郷
土
資
料
館
の
協
力
を
得
て
あ

ら
た
め
て
調
査
時
の
写
真
を
確
認
し
、
「
専
之
進
」
と
読
む
方
が
妥
当
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

18 

仕
様
書
の
全
文
は
註
16
前
掲
書

『
阿
久
比
町
誌　

資
料
編
七
』
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

19 

註
13
前
掲
書

『
仏
を
刻
む
―
近
世
の
祈
り
と
造
形
―
』
一
一
〇
頁
。

20 

張
洋
一
「
仏
を
刻
む
ー
仏
師
か
ら
み
た
近
世
の
造
形
」
（
註
13
前
掲
書
『
仏
を
刻
む
―
近
世
の
祈
り
と
造
形
―
』
所
収　

八
三
頁
）
。

21 

山
本
勉

「
総
説　

水
海
道
の
仏
像
彫
刻
」
（
註
16
前
掲
書

『
水
海
道
の
仏
像　

水
海
道
市
仏
像
彫
刻
悉
皆
調
査
報
告
書
』
所
収

　

五
六
頁
）
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22 

東
西
本
願
寺
の
本
山
仏
師
に
つ
い
て
は
、
張
洋
一

「
康
雲
銘
の
阿
弥
陀
如
来
立
像
に
つ
い
て
―
浄
土
真
宗
寺
院
の
歴
史
的
側
面

―
」
（
『
仏
教
芸
術
』
二
〇
一　

一
九
九
二
年
）
、
松
田
誠
一
郎

「
真
宗
寺
院
の
木
仏
本
尊
」
（
註
16
前
掲
書

『
門
真
市
史　

別

巻
』
）
に
詳
し
い
。
な
お

『
京
羽
二
重
大
全
』
の
文
化
版
以
前
の
版
に
は
、
肩
書
の
あ
る
仏
師
と
し
て
「
知
積
院
仏
師　

福
岡
主
水
」

も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

23 

『
佛
師
職
慎
申
堅
メ
控
』
に
関
係
し
て
少
し
触
れ
た
仏
師

・
林
如
水
は
、
日
蓮
宗
と
結
び
つ
い
た
仏
師
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、

本
書
で
は
彼
に
つ
い
て
も
本
山
御
用
を
意
味
す
る
肩
書
は
付
し
て
い
な
い
。

24 

野
間
光
辰
編

『
新
修
京
都
叢
書
』
第
一
巻

（
臨
川
書
店　

一
九
六
七
年
）
所
収
の
も
の
を
参
照
し
た
。

25 

註
13
前
掲
書

『
仏
を
刻
む
―
近
世
の
祈
り
と
造
形
―
』
一
〇
八
頁
。

26 

註
13
前
掲
書

『
仏
を
刻
む
―
近
世
の
祈
り
と
造
形
―
』
七
〇
頁
及
び
一
〇
八
頁
。

27 

小
田
匡
保

「
日
本
に
お
け
る
仏
教
諸
宗
派
の
分
布
―
仏
教
地
域
区
分
図
作
成
の
試
み
―
」
（
『
駒
澤
地
理N

o
.3

9

』
駒
澤
大
学

文
学
部
地
理
学
教
室　

二
〇
〇
三
年
）
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図
版
１　

傳
海
良
亨
倚
像　

林
泉
寺
蔵

像底



58

図
版
２　

道
元
倚
像　

林
泉
寺
蔵

像底



59

図
版
３　

瑩
山
紹
瑾
倚
像　

林
泉
寺
蔵

像底


